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武道授業 実践の概要紹介 みよし市

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　

　

武
道
必
修
化
に
お
け
る
安
全
な
武
道
指
導
を

行
う
た
め
の
み
よ
し
市
の
取
組

み
よ
し
市
教
育
委
員
会

　

み
よ
し
市
は
愛
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
人
口
約
６
万
人
、
面
積
は
32
・
19
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。
豊
か
な
自
然
と
快
適
な
環
境
が
広
が
っ
て
お
り
、
名
古
屋
市
や
豊
田
市
に
も
近
く
、
人
の
暮
ら

し
に
適
し
た
ま
ち
で
あ
る
。
東
洋
経
済
新
報
社
が
公
表
し
て
い
る
全
国
の
市
を
対
象
に
し
た
「
住
み
よ
さ

ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
２
０
１
０
年
に
総
合
評
価
１
位
と
な
っ
た
。

　

５
世
紀
の
古
墳
時
代
か
ら
15
世
紀
の
室
町
時
代
ま
で
は
陶
器
の
生
産
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
製
品
は
都
を

は
じ
め
全
国
各
地
に
運
ば
れ
る
な
ど
、
日
本
最
大
の
生
産
地
と
し
て
繁
栄
し
た
。
現
在
は
、
４
つ
の
ト
ヨ

タ
自
動
車
の
工
場
を
中
心
と
し
た
自
動
車
工
業
が
盛
ん
で
、
農
業
で
は
、
か
き
、
な
し
、
ぶ
ど
う
を
中
心

と
す
る
果
樹
栽
培
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
カ
ヌ
ー
の
町
と
し
て
も
知
ら
れ
、
カ
ヌ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
競
技
場
や
カ
ヌ
ー
ポ
ロ
の
常
設
コ
ー
ト

を
構
え
、
日
本
有
数
の
競
技
場
と
し
て
毎
年
多
く
の
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

みよし市の生活・産業を支える三好池

域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
行
事
と
な
っ

て
い
る
。

　

中
学
校
体
育
担
当
教
諭
は
16
名
で
、

有
段
者
は
柔
道
は
初
段
３
名
、
二
段
１

名
で
、
剣
道
は
一
級
２
名
、
二
段
１
名

で
あ
る
。

　

武
道
の
授
業
に
お
い
て
は
、
安
全
面

を
不
安
視
す
る
声
が
、
保
護
者
だ
け
で

な
く
生
徒
の
中
か
ら
も
多
く
あ
が
っ
て

い
た
。
安
全
面
へ
の
配
慮
を
含
め
、
研

修
や
人
的
支
援
等
、
指
導
体
制
の
充
実

を
図
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
市
と
し

て
は
、
事
故
防
止
に
向
け
た
安
全
面
へ

の
配
慮
や
指
導
法
を
最
重
要
課
題
と
し

な
が
ら
も
、
な
お
か
つ
限
ら
れ
た
指
導

時
間
数
の
中
で
、
生
徒
が
武
道
の
特
性

や
魅
力
を
十
分
に
感
じ
ら
れ
る
授
業
づ

く
り
の
在
り
方
を
テ
ー
マ
に
、
取
組
を

実
施
し
て
い
る
。

3

み
よ
し
市
教
育
委
員
会
の
取
組

　

み
よ
し
市
教
育
委
員
会
で
は
、
武
道

指
導
の
充
実
に
向
け
、
次
の
よ
う
に
研

修
事
業
と
外
部
指
導
者
の
活
用
を
進
め

て
い
る
。

⑴
安
全
面
の
配
慮
を
し
つ
つ
、
生
徒
に

武
道
の
魅
力
を
感
じ
さ
せ
る
武
道
指

導
者
講
習
会

　

平
成
24
年
度
か
ら
毎
年
、
夏
季
休
業

期
間
中
に
武
道
指
導
者
講
習
会
を
実
施

し
て
い
る
。
市
内
の
４
中
学
校
の
武
道

の
実
施
状
況
に
合
わ
せ
て
、
柔
道
を
３

回
、
剣
道
を
１
回
の
割
合
で
毎
年
１
種

目
ず
つ
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
講
習

会
に
は
、
毎
年
、
市
内
の
中
学
校
体
育

担
当
教
諭
全
員
と
、
小
学
校
の
保
健
体

育
科
免
許
所
持
教
諭
の
希
望
者
が
参
加

し
て
い
る
。

　

市
内
の
中
学
校
で
は
、
ど
の
学
校
も

以
前
か
ら
種
目
選
択
制
で
武
道
を
実
施

し
て
い
た
た
め
、
設
備
の
不
備
や
用
具

の
不
足
と
い
っ
た
支
障
も
な
く
、
必
修

化
に
は
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き

た
。
愛
知
県
で
は
平
成
24
年
度
の
必
修

化
以
前
か
ら
毎
年
、
武
道
指
導
者
講
習

会
を
実
施
し
て
お
り
、
み
よ
し
市
の
中

学
校
体
育
担
当
教
諭
の
ほ
と
ん
ど
が
、

こ
の
講
習
会
を
経
験
し
て
い
る
。
中
学

校
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
伴
う
武
道
必

修
化
を
受
け
、
み
よ
し
市
教
育
委
員
会

で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
武
道
指
導
の

指
導
者
講
習
会
を
実
施
し
て
い
る
。

1

は
じ
め
に

　

本
市
に
は
中
学
校
４
校
、
小
学
校
８

校
の
計
12
校
、
約
６
２
０
０
人
の
児
童

生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
。

　

現
在
、
中
学
校
体
育
の
武
道
の
学
習

状
況
は
、
４
校
中
３
校
が
柔
道
、
１
校

が
剣
道
を
履
修
し
て
い
る
。
部
活
動
に

つ
い
て
は
、
柔
道
部
（
３
校
）、
剣
道

部
（
２
校
）、
弓
道
部
（
２
校
）
が
活

動
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
小
学
校
の
特
色
あ
る
取
組
と

し
て
、
１
校
の
小
学
校
で
開
校
２
年
目

の
昭
和
56
年
か
ら
「
す
も
う
大
会
」
を

行
っ
て
い
る
。
毎
年
２
回
行
わ
れ
、
各

学
年
男
女
の
優
勝
者
が
横
綱
の
称
号
を

受
け
て
い
る
。
中
に
は
親
子
２
代
の
横

綱
が
生
ま
れ
る
な
ど
歴
史
も
深
く
、
地

2

み
よ
し
市
の
武
道
へ
の
取
組
の
現
状



130131 月刊「武道」　2017．3 2017．3　月刊「武道」

武道授業 実践の概要紹介 みよし市

１　加藤八段による礼法の説明２　準備運動

３　前回り受身につながる段階的な補強運動①４　前回り受身につながる段階的な補強運動②

５　加藤八段による動きの解説６　補強運動

７　上四方固めの技術説明８　抑え込みの技術説明

9　袈裟固めの技術説明10　寝技限定の試合の進め方説明

11　加藤八段による技能ポイントの指導12　立ち技の段階的な技術指導

13　受講者同士による動きの確認14　加藤八段による体落としの技術指導

【
柔
道
】

　

平
成
28
年
度
は
柔
道
の
講
習
会
を
実

施
し
た
。
み
よ
し
市
在
住
の
加
藤
博
八

段
を
講
師
と
し
て
招
聘
し
、「
柔
道
の

安
全
な
指
導
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
講

習
会
を
行
っ
た
。

　

実
技
指
導
で
は
、『
学
校
体
育
実
技

指
導
資
料
第
２
集
「
柔
道
指
導
の
手

引
」』（
三
訂
版
、
文
部
科
学
省
）
の
内

容
を
も
と
に
、
柔
道
着
の
着
方
や
礼
法

に
始
ま
り
、
準
備
運
動
、
柔
道
の
動
き

に
つ
な
が
る
補
強
運
動
、
受
身
、
固
め

技
、
投
げ
技
に
つ
い
て
、
安
全
面
の
配

慮
や
技
能
習
得
に
お
け
る
指
導
の
ポ
イ

ン
ト
を
、
段
階
的
に
丁
寧
に
説
明
し
て

い
た
だ
い
た
。

　

特
に
固
め
技
や
投
げ
技
の
実
技
講
習

に
つ
い
て
は
、
参
加
者
自
ら
「
取
」
と

「
受
」の
役
割
を
交
互
に
行
う
こ
と
で
、

技
能
面
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
経
験
の
浅
い
教
師
に
と
っ

て
、
生
徒
へ
の
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
が
明

確
に
な
り
、
今
後
の
指
導
に
自
信
を
も

つ
こ
と
の
で
き
る
講
習
会
と
な
っ
た
。

○指導者講習会（柔道）
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【
剣
道
】

　

平
成
27
年
度
は
剣
道
の
講
習
会

を
実
施
し
た
。
み
よ
し
市
在
住
の

祖
父
江
嘉
人
教
士
七
段
と
祖
父
江

寿
人
四
段
を
講
師
と
し
て
招
聘

し
、「
安
全
に
注
意
し
た
指
導
の

在
り
方
」、「
礼
法
や
所
作
、
試
合

の
進
め
方
」
に
つ
い
て
講
習
会
を

行
っ
た
。

　

講
義
で
は
剣
道
の
理
念
は
人
間

形
成
で
あ
る
こ
と
、
実
技
で
は
礼

の
仕
方
、
防
具
の
つ
け
方
に
始
ま

り
、
安
全
面
の
配
慮
事
項
や
足
の

竹刀の名称と安全確認について防具の着脱の方法について

正しい姿勢と素振りの仕方

○指導者講習会（剣道）

【基本技能指導②】
柔道の動きに合わせた準備運動

【基本技能指導①】
外部指導者による礼法の説明

【基本技能指導④】
文部科学省の「柔道指導の手引」（三訂版）を活用した学習カード

【基本技能指導③】
基本的な動き（受け身）の学習

【寝技を教える外部指導者】
巡回しながらの個別指導

【礼法を説明する外部指導者】
礼儀作法の大切さを説明

【寝技の攻防を楽しむ生徒】
膝をついた状態からの寝技の攻防

【外部指導者と相談した寝技のアドバイス】
寝技の一言アドバイスを常掲

○外部指導者の積極的活用（柔道）

【袈裟固め】

・相手にお尻寄せろ

・右腕を取れ

・足はハードル

・脇ではさめ

【横四方固め】

・体くっつけて

・足開いて

・足の指を立てて

・しぼれ

【
柔
道
】

①
具
体
的
な
取
組

・
外
部
指
導
者
か
ら
、
経
験
者
と
し
て

の
豊
富
な
専
門
的
知
識
に
も
と
づ

き
、
立
ち
居
振
る
舞
い
か
ら
受
身
、

投
げ
技
、
固
め
技
に
つ
い
て
、
示
範

を
交
え
て
生
徒
に
示
し
て
い
た
だ
い

た
。

・
基
本
的
な
固
め
技
の
練
習
場
面
で

は
、
効
果
的
な
抑
え
込
み
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
、
教
師
と
外
部
指
導
者

で
事
前
に
話
し
合
っ
て
掲
示
物
を
作

成
し
、
生
徒
に
示
し
た
。
技
の
説
明

で
は
教
師
と
外
部
指
導
者
で
「
取
」

と
「
受
」
の
役
を
示
範
し
、
動
き
の

イ
メ
ー
ジ
を
視
覚
的
に
と
ら
え
さ
せ

た
。

・
生
徒
の
活
動
時
に
は
教
師
と
外
部
指

導
者
が
分
担
し
て
巡
回
し
、
適
宜
個

別
指
導
を
行
っ
た
。

・
礼
法
の
意
味
や
正
し
い
所
作
、
武
道

の
精
神
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
く

時
間
を
設
定
し
た
。

②
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
配

慮

さ
ば
き
方
、
気
勢
の
大
切
さ
な
ど
、
専

門
的
な
見
地
か
ら
指
導
を
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
お
二
方
の
講
師
の
美
し
い

所
作
と
充
実
し
た
気
勢
に
よ
る
基
本
打

突
の
示
範
は
、
参
加
者
に
と
っ
て
大
き

な
刺
激
と
な
り
、
今
後
の
授
業
に
生
き

る
有
意
義
な
講
習
会
と
な
っ
た
。

⑵
武
道
実
技
外
部
指
導
者
の
積
極
的
活

用

　

本
市
で
は
、
県
主
催
の
「
武
道
等
指

導
充
実
・
資
質
向
上
支
援
事
業
」
を
活

用
し
、指
導
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
独
自
に
平
成
24
年
度
か

ら
、「
中
学
校
体
育
武
道
必
修
化
支
援

外
部
講
師
派
遣
事
業
」
を
実
施
し
て
お

り
、
よ
り
多
く
の
授
業
で
テ
ィ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
行
い
、
授
業
に
お
け

る
安
全
面
の
確
保
と
生
徒
の
技
能
向
上

の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
平
成
28
年
度

は
、
柔
道
２
名
、
剣
道
１
名
に
指
導
を

依
頼
し
た
。
外
部
指
導
者
へ
の
依
頼
内

容
は
、
生
徒
へ
の
安
全
指
導
、
活
動
の

支
援
、授
業
者
の
補
助
・
助
言
で
あ
る
。

　

以
下
に
、
柔
道
、
剣
道
の
指
導
者
活

用
の
概
要
と
成
果
を
記
す
。
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・
ど
の
技
を
ど
の
よ
う
に
学
習
し
て
い

け
ば
よ
い
か
教
師
が
外
部
指
導
者
と

事
前
に
相
談
し
、
段
階
的
、
系
統
的

な
単
元
構
想
を
作
成
し
た
。

・
固
め
技
は
攻
防
を
中
心
に
学
習
を
進

め
た
。
投
げ
技
に
つ
い
て
は
安
全
面

の
配
慮
か
ら
、
型
の
習
得
を
目
標
と

し
て
学
習
を
進
め
た
。

③
成
果

・
授
業
を
通
し
、
礼
を
重
ん
じ
、
相
手

を
尊
重
し
つ
つ
お
互
い
に
高
め
合
う

精
神
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。

・
安
全
面
を
優
先
し
つ
つ
、
技
能
面
の

ポ
イ
ン
ト
を
抑
え
た
段
階
的
な
学
習

過
程
に
よ
り
、「
柔
道
は
痛
い
、
危

な
い
」
と
い
っ
た
生
徒
の
否
定
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

・
固
め
技
で
は
攻
防
の
楽
し
さ
、
投
げ

技
で
は「
崩
し
」か
ら「
体
さ
ば
き
」、

「
技
の
か
け
」
に
至
る
一
連
の
動
き

の
中
で
、
合
理
的
に
相
手
を
投
げ
る

感
覚
な
ど
、
柔
道
の
技
能
的
な
特
性

や
魅
力
に
つ
い
て
十
分
に
経
験
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。

④
課
題

・
外
部
指
導
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ

た
も
の
の
、
技
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
生
徒
自
身
に
考
え
さ
せ
る
前
に
、

外
部
指
導
者
が
先
手
を
打
っ
て
説
明

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
外
部

指
導
者
が
手
本
を
見
せ
る
際
に
、
教

師
が
技
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
視
点

を
生
徒
に
与
え
、
考
え
さ
せ
る
場
面

を
つ
く
る
な
ど
、
事
前
に
授
業
の
ね

ら
い
や
役
割
分
担
等
に
つ
い
て
打
ち

合
わ
せ
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。

【
剣
道
】

①
具
体
的
な
取
組

・
事
前
に
教
師
に
対
し
て
技
能
指
導
を

し
て
い
た
だ
い
た
り
、
教
師
だ
け
で

授
業
を
行
う
際
の
留
意
点
や
技
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
い

た
り
し
た
。

・
外
部
指
導
者
は
主
に
技
能
向
上
に
向

け
て
、
打
つ
場
所
や
足
の
引
き
つ
け

の
仕
方
な
ど
の
説
明
を
行
い
、
教
師

は
ポ
イ
ン
ト
を
ふ
ま
え
て
生
徒
が
活

動
で
き
て
い
る
か
巡
回
し
て
観
察
・

個
別
指
導
を
行
っ
た
。

5

お
わ
り
に

【基礎打突「面打ち」の示範】
竹刀を面とみたてて、竹刀の中心を打つ

【防具のつけ方を学ぶ】
身だしなみや防具の着脱・片付け方を統一

【応じ技　小手抜き面】
相手の打突を防いで、直ちに打ち込む

【巡回指導で技のポイントを教授】
正しい打ち方と受け方を個別に指導

○外部指導者の積極的活用（剣道）

・
礼
儀
作
法
や
剣
道
の
防
具
や
衣
服

等
、
歴
史
や
文
化
的
な
話
を
し
て

い
た
だ
い
た
。

②
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の

配
慮

・
竹
刀
を
使
用
す
る
前
に
は
、
必
ず

竹
刀
に
さ
さ
く
れ
や
破
損
が
な
い

か
、
教
師
の
目
だ
け
で
な
く
外
部

指
導
者
に
も
安
全
を
確
認
し
て
い

た
だ
い
た
。
ま
た
、
身
だ
し
な
み

や
防
具
の
着
脱
・
片
付
け
方
を
統

一
し
て
、
使
用
法
と
管
理
の
徹
底

を
し
た
。

・
活
動
時
は
整
列
や
打
ち
込
み
の
方

向
を
統
一
す
る
な
ど
、
他
の
ペ
ア

と
の
衝
突
に
よ
る
事
故
の
予
防
を

徹
底
し
た
。

③
成
果

・
剣
道
の
競
技
経
験
が
な
い
体
育
教

師
ば
か
り
の
学
校
で
あ
っ
た
が
、

全
員
け
が
等
も
な
く
安
全
に
単
元

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
１
年
生
は
、
防
具
の
着
脱
や
所
作

な
ど
覚
え
る
こ
と
が
多
い
が
、
２

人
体
制
で
指
導
に
あ
た
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
活
動
の
時
間
を
確

基本打突の指導①基本打突の指導②

保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
有
段
者
で
あ
る
外
部
指
導
者
が
打
ち

方
の
模
範
を
示
し
た
り
、
動
き
の
ポ

イ
ン
ト
を
具
体
的
に
示
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
生
徒
は
正
し
い
所
作
を
間

近
で
見
て
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
こ
と
が

で
き
、
効
率
よ
く
正
し
い
動
き
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
礼
法
に
つ
い
て
所
作
だ
け
で
な
く
、

心
構
え
に
つ
い
て
も
専
門
的
な
見
地

か
ら
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
単
元
終
了
後
、
他
の
単
元
に
お

い
て
も
体
育
館
や
武
道
場
の
出
入
り

の
際
、
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
生
徒
が

増
え
た
。

④
課
題

・
外
部
指
導
者
の
仕
事
の
都
合
上
、
指

導
を
希
望
す
る
日
の
調
整
が
難
し

く
、
学
級
に
よ
っ
て
外
部
指
導
者
に

入
っ
て
い
た
だ
く
時
間
数
に
差
が
で

き
て
し
ま
っ
た
。
外
部
指
導
者
に
よ

る
効
果
が
た
い
へ
ん
大
き
い
だ
け

に
、
外
部
指
導
者
の
確
保
と
調
整
が

課
題
で
あ
る
。

　

武
道
指
導
に
お
い
て
は
、
安
全
面
へ

の
配
慮
を
最
重
要
視
し
つ
つ
、
勝
敗
を

競
う
だ
け
で
な
く
、
武
道
の
伝
統
的
な

考
え
方
を
理
解
し
、
相
手
を
尊
重
す
る

心
を
育
て
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
た
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

　

生
徒
が
安
心
し
て
授
業
を
受
け
、
技

の
習
得
な
ど
武
道
の
魅
力
を
経
験
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

安
全
な
環
境
・
指
導
体
制
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
生
徒
が
主
体

的
・
対
話
的
な
学
び
を
通
し
て
技
能
を

習
得
し
た
り
、
武
道
の
精
神
を
理
解
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
授
業
づ
く
り

を
積
極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
市
教
育
委
員
会
と
し

て
、
で
き
る
支
援
を
今
後
も
、
よ
り
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
。


